
第1回定例会自民党代表質問

教育について
渋谷本町学園の
　  施設整備について

介護保険について まちづくりについて 子育て支援について

スポーツ支援に関する
　　　法人設立について
　子ども達に体を動かす機会の提供と
教員の働き方改革を推進する上で、部
活動を支援する法人を区独自に設立す
る必要があると提言しました。将来的
には、単に部活動の人材提供のみなら
ず、区内のあらゆるスポーツ・レクリ
エーション活動をしている
団体と協働して、「生涯ス
ポーツ社会」実現の推進力
としての役割を担う法人と
することを要望しました。

　老朽化対策が喫緊の課題となってい
る学校施設については、長寿命化計画
を具体化し、学習環境を整備した上で少
人数学級を実現していくべきであると提
言しました。また、昨年度策定した就学
前教育プログラムを基
に、保育園、認定こど
も園などの運営にも
教育委員会が積極的
に関わる必要がある
ことを要望しました。

　本町学園第二グラウンド内に整備
する認定こども園では、質の高い保
育や幼児教育が提供され、休日保育
や一時保育をはじめ、子育て支援機
能を付加して地域ニーズに適した施
設となることを要望しました。また、
児童・生徒の増加に対応するための
本町学園みどりの丘公園の活用につ
いて、当該地を利用して施設整備を
することを提言しました。

　待機児童問題に対する多くの保護
者の切実な声を受け、平成28年以降
の認可保育園37園の新設、3000人
の定員増をわが会派も後押ししてき
ました。本定例会では、今後の待機児
童ゼロの見通しとさらなる保育環境
の整備や質の向上について質しまし
た。また、「渋谷区子育てネウボラ」に
よる子育て支援をさらに推進し、児童
相談所のサテライトオフィスの設置
と、虐待予防や早期対応、児童福祉を
担う職員の資質向上を要望しました。

　（仮称）本町地区防災都市づくりグ
ランドデザインについて、主要生活道
路整備、本町こどもまちづくり会議、
旧神田川支流遊歩道整備事業など、
様々な手法を用いて本町の防災力を
強化し、魅力ある街づくりを積極的に
推進することを要望しました。また、
笹塚・幡ヶ谷・初台エリアがつながり
合い公民が連携して未来を創造して
いくササハタハツプロジェクトについ
て、持続可能な運営のための仕組み
づくりを要望しました。

　制度発足以来、上昇が続いていた介
護保険料の改定については、新型コロ
ナウイルス感染症の影響が高齢者やそ
のご家族にも及んでいる現状に鑑み、負
担軽減に寄り添ったものとなるべきであ
ると提言しました。介護給付費準備基金
も活用し、月額基準額について現行の
金額を維持し、低所得者に対する一層
の負担軽減など、一部の所得段階につ
いては負担割
合の引き下げ
がはじめて実
現しました。


